
　1889（明治22）年創立の日本法律学校を前身とする
日本大学は、16学部86学科、大学院および短期大学部、
通信教育部を擁し、人文・社会科学分野から自然科学、医
歯薬、芸術・スポーツ系まであらゆる学問分野を網羅する、
わが国最大規模のスケールを誇る総合大学です。
　高度化・複雑化が加速する現代社会では「イノベーショ
ンを起こせる人材」が求められています。自身の専門分野
を持つことはもちろん、多様な人々とディスカッションを
し、コラボレーションすることによって、これまでにない
新しい「もの」「こと」を創出できるようになるのです。
　認定こども園から大学院まで約10万の在学生を有する
日本大学は、世界でも数少ない特徴をもつ総合教育機関で
あり、多様性の宝庫でもあります。この卓越した環境の中
で「自主創造」という教育理念を実現し、Society 5.0
をリードするイノベーション人材を育成します。

あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野
を
網
羅
し
た
屈
指
の
総
合
大
学

教
学
Ｄ
Ｘ
で
個
別
最
適
化
し
た
教
育
の
実
現
へ
、

世
界
最
大
級
の「
デ
ー
タ
駆
動
型
教
育
機
関
」を
目
指
す
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屈
指
の
規
模
を
誇
る
総
合
大
学

学
部
間
の
連
携
・
接
続
を
推
進

　

岩
倉
使
節
団
に
よ
る
欧
米
視
察
か
ら
の

帰
国
後
、
日
本
の
風
土
に
合
っ
た
法
律
の

整
備
の
必
要
性
を
唱
え
た
司
法
大
臣
・
山

田
顕
義
に
よ
り
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年

に
創
立
さ
れ
た
日
本
法
律
学
校
を
前
身
と

す
る
日
本
大
学
。
今
日
で
は
16
学
部
86
学

科
、
通
信
教
育
部
、
短
期
大
学
部
、
大
学

院
を
擁
す
る
国
内
最
大
の
規
模
を
誇
る
総

合
大
学
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
は
文
系
・
理
系
・
医
歯
薬
系
か

ら
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
学
問

分
野
を
備
え
、
卒
業
生
は
約
１
２
８
万
人

に
及
び
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
も
都
内
だ
け

で
な
く
、
福
島
か
ら
静
岡
ま
で
各
地
に
拠

点
を
有
し
、
付
属
校
を
含
め
る
と
知
の

フ
ィ
ー
ル
ド
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま

す
」
と
、
大
貫
進
一
郎
学
長
は
語
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
大
学
は
単
に
各
学
部
が

独
立
し
た
知
の
集
合
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
果
た
す
重
要
な
使
命
の
一
つ
に

地
域
貢
献
が
あ
り
、
日
本
大
学
で
は
こ
れ

ま
で
も
地
域
や
自
治
体
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

や
課
題
に
対
し
、
共
同
研
究
な
ど
を
通
じ

て
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、

（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）
を
修
得
で
き
る
よ

う
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
全
学
共
通
教

育
科
目
「
自
主
創
造
の
基
礎
」
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
動
機
・
目
的
を
も
っ
て
入
学
し

た
学
生
に
対
し
、
日
本
大
学
の
学
生
と
し

て
身
に
付
け
る
べ
き
学
修
姿
勢
や
修
得
す

べ
き
ス
キ
ル
を
涵
養
し
ま
す
。
ま
た
、
１

年
次
生
の
約
１
万
４
０
０
０
人
が
学
部
を

横
断
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
「
日

本
大
学
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」
で
は
、
６

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
上
で
共

通
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
そ
こ
で
ま
と
め
た
内
容
を
さ

ら
に
他
の
グ
ル
ー
プ
と
共
有
す
る
な
ど
、

活
発
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
の
規
模
感
の
あ
る
授
業
は
日
本

大
学
な
ら
で
は
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
正
課
外
活
動
の
う
ち
、
特

に
注
目
を
集
め
る
の
が
「
自
主
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ
れ
は
、
研
究
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
学
生
発
案
で
行

う
取
り
組
み
に
対
し
、
大
学
が
補
助
金
を

支
給
す
る
こ
と
で
支
援
す
る
も
の
で
す
。

授
業
外
で
も
学
部
間
交
流
・
連
携
を
支
援

大
おお

貫
ぬき

進
しん

一
いち

郎
ろう

学長
1991年日本大学理工学部電気工学科
卒業。2000年同大学大学院理工学研
究科電気工学専攻博士後期課程修了。
専門はエレクトロニクス・シミュレー
ション。イリノイ大学電気コンピュー
タ工学科客員准教授、日本大学理工
学部教授などを経て、22年学校法人
日本大学理事、日本大学副学長。24
年４月より現職。

「
今
後
は
本
学
の
豊
富
な
学
問
分
野
に
横

串
を
刺
し
て
い
き
た
い
。
す
で
に
、
研
究

面
で
は
複
数
学
部
に
よ
る
大
型
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
走
り
出
し
て
い
ま
す
し
、

教
学
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
教
学
変

革
）
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
分
散
型

キ
ャ
ン
パ
ス
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
よ
り
学
部
・
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
有

機
的
な
連
携
、
接
続
を
図
っ
て
い
き
ま

す
」
と
大
貫
学
長
は
説
明
し
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る

次
代
の
「
Ｈ
型
人
材
」
を
輩
出

　
「
い
ま
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
人
材
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
『
こ
と
』

や
『
も
の
』
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
自

身
の
専
門
性
を
高
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

他
分
野
の
人
々
と
対
話
し
、
連
携
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
『
Ｈ
型
人

材
』
を
輩
出
す
る
場
と
し
て
、
日
本
屈
指

の
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
は
多
様
性
の
宝

庫
で
あ
り
、
在
学
中
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
素
地
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
、
世
界

的
に
も
数
少
な
い
教
育
機
関
で
あ
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
」（
大
貫
学
長
）

　

日
本
大
学
は
開
学
以
来
、
各
学
部
と
も

実
学
を
旨
と
し
、「
も
の
づ
く
り
」「
こ
と

づ
く
り
」
の
実
体
験
を
重
視
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
高
い
評
価
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
多
種
多
様
な
分
野
の
専
門
を
極
め
た
、

約
２
５
０
０
人
の
個
性
豊
か
な
教
員
ス

タ
ッ
フ
が
提
供
す
る
日
本
大
学
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
大
学
教
育
憲
章
に
則

り
、
日
本
大
学
マ
イ
ン
ド
を
有
す
る
人
物

の
育
成
に
必
要
不
可
欠
な
８
つ
の
能
力

○ 日本大学教育憲章
　総合大学として育む人間像を明らかにする憲
章。「日本大学マインド」を有する者の育成を
謳っており、そのマインドとは「日本の特質を
理解し伝える力」「多様な価値を受容し、自己の
立場・役割を認識する力」「社会に貢献する姿
勢」から成る。マインドを醸成するには「自ら
学ぶ」「自ら考える」「自ら道をひらく」という
３つの要素と、８つの能力の修得が必要とされ、
日本大学の各学部・学科のカリキュラムでは、
専門教育及び教養教育を通じて、この８つの能
力を獲得できる教育を実現している（右図参照）。

○ 数字で見る日大の強さ
▽きっとあなたにぴったりの
　友人や学問との出会い・出合いがあります
学部学生数（１位）　67,285人（令和７年５月１
日現在）
学部・学科数　16学部86学科
専任教員数　2,469人（令和７年５月１日現在）
▽どこの職場にも日大の先輩が!?
　社会に出るとき心強さを実感
卒業生数（１位）　1,282,664人（令和７年３月現在）
※日本大学ホームページ情報公開より
国家公務員一般職合格者数（６位）　169人
都道府県・市区町村職員採用（１位）　531人
社長数（１位）　20,248人
※「日本大学　2026年度進学ガイド」より

す
る
こ
と
で
学
生
は
自
ら
の
学
び
の
意
義

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
駆
動
型
教
育
で

個
別
最
適
化
し
た
教
育
を
実
現

　

約
６
万
７
０
０
０
人
に
及
ぶ
学
生
数
、

約
２
５
０
０
人
の
専
任
教
員
数
な
ど
、
日

本
大
学
の
ス
ケ
ー
ル
感
は
さ
ま
ざ
ま
な
数

字
の
中
に
表
れ
て
い
ま
す
（
欄
外
『
数
字

で
見
る
日
大
の
強
さ
』
参
照
）。

　
「
学
生
数
の
多
い
大
学
を
マ
ン
モ
ス
大

学
と
称
す
る
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

デ
ー
タ
分
析
な
ど
の
技
術
の
フ
ェ
ー
ズ
が

大
き
く
変
わ
り
、
現
代
で
は
『
数
』
こ
そ

が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
最
大
の
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
学
か
ら
卒
業
、
さ

ら
に
は
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
至
る
ま
で
、

各
学
部
に
散
在
し
て
い
た
デ
ー
タ
を
集
約
、

分
析
す
る
こ
と
で
、
本
学
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
学
び
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る

の
か
、
ま
た
今
後
ど
う
展
開
し
て
い
く
べ

き
か
が
分
か
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
」（
大
貫
学
長
）

　

こ
う
し
た
「
デ
ー
タ
駆
動
型
教
育
」
を

実
現
す
る
た
め
、
日
本
大
学
で
は
教
学
情

報
収
集
・
分
析
基
盤
「
Ｄ-

Ｃ
Ａ
Ｓ
」
を

構
築
。
本
部
と
各
学
部
・
付
属
校
が
所
有

す
る
デ
ー
タ
の
一
元
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
学
び
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
の

「
見
え
る
化
」
を
図
る
た
め
、
北
米
の
デ

フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
学
修
管

理
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｍ
Ｓ
）
を
導
入
。
特
に

Ｌ
Ｍ
Ｓ
に
関
し
て
は
、
全
国
に
広
が
る
日

本
大
学
の
付
属
校
で
も
導
入
し
、
学
生
・

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
サ
ポ
ー
ト
を
長
い
ス
パ
ン
で
展
開
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
正
課
外
活
動
を
通
し
て
学
生
が
い
か
に

成
長
で
き
た
か
は
、
能
力
や
行
動
特
性
な

ど
を
客
観
的
に
測
定
す
る
ア
セ
ス
メ
ン

ト
・
テ
ス
ト
に
よ
り
可
視
化
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
や
課
題
発
見
力
、
計
画
立
案
力
な
ど
、

在
学
中
に
自
ら
の
強
み
や
弱
み
を
把
握
し
、

目
標
に
向
け
て
計
画
的
に
学
修
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

災
害
か
ら
医
療
、
宇
宙
ま
で

最
先
端
研
究
を
多
彩
に
展
開

　

日
本
大
学
は
34
の
研
究
所
と
４
つ
の
研

究
セ
ン
タ
ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
設
備
を

有
し
、
異
分
野
を
融
合
し
た
多
彩
な
研
究

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
の
代
表
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ひ
と
つ
に
、
日
本
大
学
災
害
研
究
ソ

サ
イ
エ
テ
ィ
（
Ｎ
Ｕ
Ｄ
Ｓ
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
の
リ
ス

ク
に
対
し
、
地
域
に
役
立
つ
災
害
避
難
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医
療
分
野
で
は
、
患
者
自
身
の
脂
肪
細
胞

か
ら
作
製
す
る
『
Ｄ
Ｆ
Ａ
Ｔ
（
脱
分
化
脂

肪
細
胞
）』
に
よ
る
再
生
医
療
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
し
、
宇
宙
工
学
の
ノ
ウ
ハ

ウ
と
芸
術
学
部
の
創
造
力
を
掛
け
合
わ
せ

た
融
合
研
究
で
あ
る
『N

.U CO
SM

IC 
CAM

PUS

』
な
ど
も
、
本
学
な
ら
で
は
の

壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
え
る
で
し
ょ

う
」（
大
貫
学
長
）

各
界
で
活
躍
す
る
校
友
が
支
え
る

充
実
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

　

日
本
大
学
で
は
就
職
に
お
い
て
も
一
人

ひ
と
り
を
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
。
各
学
部
と

連
携
し
対
応
す
る
専
任
の
就
職
支
援
ス

タ
ッ
フ
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
約
80
人

を
数
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
公
務
員
に
強
い
日
大
」
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
対
策
講
座
や
卒
業
生
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
充
実
し
て
お
り
、
都
道

府
県
・
市
区
町
村
職
員
採
用
数
は
５
３
１

人
で
全
国
１
位
。
中
学
校
・
高
等
学
校
教

諭
就
職
者
数
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、

一
級
建
築
士
合
格
者
数
も
平
成
26
年
度
か

ら
連
続
１
位
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
は
と
て
も
充

実
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の

は
、
約
１
２
８
万
人
に
及
ぶ
校
友
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。
政
財
界
か
ら
芸
術
、
芸

能
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
ま
で
、
本
学
の
卒

業
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
活
躍
し
て

い
ま
す
し
、
社
会
に
出
た
と
き
に
、
そ
う
し

た
校
友
の
つ
な
が
り
は
と
て
も
心
強
く
思

え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
う

本
学
で
視
野
を
広
げ
、Society 5.0

の
中

で
異
分
野
を
つ
な
ぎ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
、
大
貫

学
長
は
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「自主創造」を実現する８つの能力を育成するカリキュラム

◆ 自ら学ぶ
◆ 自ら考える
◆ 自ら道をひらく

豊かな知識・教養に
基づく高い倫理観

日本大学マインド

教育理念 自主創造

1年次

4年次
（6年次）

日本大学教育憲章

1

世界の現状を
理解し、説明する力

2

論理的・批判的
思考力

3

問題発見・
解決力

4 リーダーシップ・
協働力

7

挑戦力5
コミュニケーション力6

省察力8

自ら学ぶ 自ら考える 自ら道をひらく

８
つ
の
能
力

”学び方”
を学ぶ

”学ぶ意義”
を学ぶ

専門を取り巻く
事象を学ぶ

自らの
専門分野を学ぶ

※学部・学科により、教養教育科目・専門教育
　科目などの名称が異なる場合があります。

全学共通教育科目

教養教育科目

専門教育科目

自主創造の基礎

日本を考える
＋

社会に学びを
生かす

卒業

大学での学びを
まとめる 卒業論文・卒業研究など

学位授与

一般教育科目・
総合教育科目

外国語・
保健体育科目

教養教育 専門教
育

教
育
科
目

全
学
共
通

全学共通
初年次教育科目

サ
ー
ク
ル・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

自
主
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　  

　

正課外活動の
バックアップ

日本大学マインド
を有した日大人

ラーニング・アウトカム
（学修成果）

学部創設100年を迎えた医学部（東京都板橋区）。
現在、キャンパス整備が着 と々進んでいる

オーストラリアのニューカッスルキャンパス。
留学プログラムや研修など、学生の国際的な学び
と経験を後押しする日本大学初の海外拠点

日本大学

095 卓越する大学 日本大学 094


